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一　

比
較
と
い
う
思
考
法
の
意
義

　

中
村　
元
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法

）
1
（

』
で
は
、
各
民
族
の
言
語
と
文
化
に

固
有
な
思
考
法
が
イ
ン
ド
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
、
チ
ベ
ッ
ト
の
順
に
論

述
さ
れ
、
総
論
と
し
て
「
東
洋
人
の
思
惟
方
法
」
が
西
洋
と
の
比
較
を
展

望
し
つ
つ
成
立
す
る
。
初
版
は
一
九
四
七
年
、
時
代
は
ま
さ
に
二
〇
世
紀

に
お
け
る
国
際
間
の
交
流
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
、
各
文
化
の
比
較
論

考
が
発
展
す
る
途
上
で
あ
っ
た）

2
（

。
二
〇
世
紀
は
西
洋
と
東
洋
の
思
想
・
宗

教
・
文
化
の
本
格
的
出
会
い
の
と
き
で
あ
り
、
西
洋
哲
学
と
接
し
対
峙
し

な
が
ら
東
洋
人
が
自
ら
の
言
語
・
文
化
・
思
想
史
を
改
め
て
振
り
返
り
、

西
洋
哲
学
と
の
本
格
的
学
究
の
視
座
か
ら
論
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
画
期

的
時
期
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
確
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
Ｘ

Ｘ
人
の
思
惟
方
法
」
が
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
に
お
い
て
い
か
な
る
意

義
を
も
つ
か
で
あ
る
。
二
一
世
紀
現
代
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
以
降

の
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
革
命
を
へ
て
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
網
に
よ
る
言
語
・
文

化
・
地
域
・
社
会
の
相
互
交
流
が
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
活
発
に
行
わ
れ

る
、
と
い
う
新
た
な
一
項
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
必
ず
し
も
出
生
地
・

出
身
国
、
母
国
語
や
国
籍
に
よ
っ
て
「
Ｘ
Ｘ
人
の
思
考
法
」
が
限
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
簡
明
に
図
式
化
す
る
と
、
一
九
世
紀
は
各
国
固
有
の

文
化
が
諸
外
国
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、
隔
絶
し
た
形
態
で
大
成
す
る
時
期

で
あ
っ
た
（Field of Isolation

）。
そ
こ
で
は
固
有
の
文
化
﹇
Ａ
﹈
が
、

歴
史
・
言
語
・
思
考
法
を
異
に
す
る
文
化
﹇
Ｂ
﹈
を
自
己
の
基
準
﹇
Ａ
﹈

専
一
で
判
断
し
て
し
ま
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
歴
史
哲
学
」
な
ど
に
顕
著
な

思
考
法
で
あ
る）

3
（

。

　

二
〇
世
紀
に
入
り
各
文
化
間
の
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、
Ａ
│

Ｂ
間
の
真

の
交
流
と
い
う
よ
り
も
、
自
国
側
Ａ
文
化
が
相
対
す
る
異
文
化
Ｂ
の
一
要

素
を
任
意
に
採
択
し
、
自
国
Ａ
の
側
に
あ
わ
せ
る
形
で
と
り
こ
む
一
種
の

読
み
込
み
作
業
、「
局
所
的
折
衷
・
組
み
入
れ
方
式
」
が
主
体
で
あ
っ
た
。

橋　
　
　
　
　

柃　

〈
研
究
論
文
３
〉

　

中
村
　

元
「
東
洋
人
の
思
惟
方
法
」

│
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
へ
の
問
い
か
け

│
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総
論
で
き
た
思
考
シ
ス
テ
ム
は
、
現
今
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代

で
は
「
Ｙ
人
の
思
惟
方
法
」
と
交
流
す
る
こ
と
で
刺
激
を
与
え
ら
れ
刻
々

変
化
し
て
い
る
。
Ｘ
人
・
Ｙ
人
の
相
互
浸
透
で
固
定
的
な
「
Ｘ
Ｘ
人
の
思

惟
方
法
」
は
む
し
ろ
根
底
か
ら
変
容
し
だ
し
て
い
る
時
期
で
も
あ
ろ
う
。

現
今
の
時
代
に
お
い
て
、「
Ｘ
Ｘ
人
の
思
考
法
は
か
く
あ
る
べ
き
」
と
い
っ

た
類
型
化
思
考
（typology

）
は
、
む
し
ろ
本
来
自
由
で
あ
る
は
ず
の
人

間
の
思
索
を
型
に
は
め
、
本
来
自
在
で
あ
る
べ
き
発
展
を
損
な
い
か
ね
な

い
危
険
を
も
伴
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
中
村　
元
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』

は
、
二
〇
世
紀
と
い
う
各
国
文
化
（
特
に
西
洋
と
東
洋
）
の
交
流
が
進
展

す
る
ト
ポ
ス
の
只
中
に
お
い
て
成
さ
れ
た
思
考
の
集
大
成
で
あ
る
。「
東

洋
の
諸
文
化
に
一
つ
の
固
有
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ど
う
か
？
」
と
い
う

　

二
〇
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
に
か
け
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
生
活
面
へ
の
浸
透

で
、
異
文
化
同
士
Ａ
│

Ｂ
間
の
よ
り
直
接
的
で
密
な
交
流
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
進
む
。
Ａ
と
ｎ
ｏ
ｎ
│

Ａ
は
常
時
向
き
合
い
、
相
互
干
渉
を
通
し
て

相
互
間
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
容
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
相
互
浸
透
を
可
能

に
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
│

一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
「
Ｘ
人
の
思
惟
方
法
」
と
し
て

・思想家Aの作品・思考体系，

・思想家Aの思考法 /topos［A］

・思考の topos［A］→思考の構造［A］

思想家 Bの作品・思考体系

思想家 Bの思考法 /topos［B］

思考の topos［B］→思考の構造［ B］

A

1

B

各文化の乖離（19 世紀）

・言語・社会Aの文化遺産、思考体系

・A固有の思考法：思考の磁場A

言語・社会 Bの文化遺産、思考体系

B固有の思考法：思考の磁場 B

B

・A基準を中心とするBの部分的な組み入れ方式━
 ［B］の一部が［A］の基準で変容され折衷される（20 世紀）

←←←←←←←←←←←←

A

BA

異文化間の交流は個人単位でダイナミックに進む

言語・文化・社会Aの構成員、

言語・文化・社会 Bの構成員、

両者の相互交流 Inter-Action と相互浸透 Intra-Relation

21 世紀─Internet media, degital network

Field of Between-Inter-Action & Intra-Relation



90

極
的
で
あ
り
、
高
度
な
次
元
で
自
国
文
化
に
み
あ
っ
た
形
で
定
着
さ

せ
る
こ
と
に
は
定
評
が
あ
る
。
総
じ
て
直
観
的
で
あ
る
が
現
実
的
・

具
象
的
な
思
考
に
適
し
、
美
学
分
野
に
独
自
の
思
想
の
系
譜
を
も

つ
。
直
観
的
な
真
理
の
把
握
と
そ
の
社
会
生
活
へ
応
用
に
強
み
は
あ

る
が
、
他
方
、
理
論
中
心
の
思
考
体
系
や
普
遍
的
原
理
を
抽
象
的
思

考
で
表
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
不
十
分
の
感
も
免
れ
難
い
。

　

イ
ン
ド
的
思
考
で
は
普
遍
の
真
理
は
高
度
な
抽
象
概
念
で
表
出
さ
れ
、

抽
象
的
普
遍
概
念
に
個
人
・
個
物
は
帰
入
す
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
大

乗
仏
教
中
観
派　

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
「
中
論
」
思
想
第
三
章

svabhāva　

自
性
を
め
ぐ
る
論
証
を
考
察
し
て
み
よ
う）

5
（

。

　
「
見
る
」
と
い
う
自
性
の
本
体
は
本
来
〈
空
性
〉
で
あ
る
。
人
間
は
、「
私

が
見
る
」
と
い
う
自
我
意
識
の
介
入
な
し
に
「
見
る
」
と
い
う
働
き
の
本

体
（
自
性
）
を
「
見
る
」
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
そ
の
際
、「
私
と
い
う

意
識
が
私
を
見
る
」
と
い
う
自
我
意
識
は
き
わ
め
て
主
観
的
な
小
我
で
あ

り
、
大
乗
仏
教
理
法
「
空
」
の
根
幹
か
ら
遠
く
離
れ
た
も
の
と
な
る
。「
見

る
」
と
い
う
自
性
は
本
来
「
空
」
で
あ
り
、
自
発
的
に
動
い
て
や
ま
ぬ
も

の
で
把
促
し
難
い
。
よ
っ
て
「
見
る
」
と
い
う
自
性
は
そ
れ
自
体
を
見
た

り
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
立
場
が
成
立
す
る
。

　

こ
う
し
て
き
わ
め
て
高
度
な
哲
理
を
「
自
性
」
と
い
う
抽
象
概
念
を
中

心
に
論
証
し
出
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
漢
訳
さ
れ
て
中
国
大
乗
仏
教
の

諸
派
に
定
着
す
る
と
ど
う
な
る
か
？　

中
国
語
に
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
に
は
不
可
欠
と
い
う
べ
き
文
法
の
体
系
が
な
い
。
個
々
の
漢
字
は
表

意
文
字
で
あ
る
と
同
時
に
、
感
覚
的
・
経
験
的
な
こ
と
が
ら
を
絵
画
的
に

up to date

な
進
展
途
上
の
思
索
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

二　

中
村　
元
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』

　
　
（
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
）

　

本
章
で
は
中
村　
元
の
大
著
に
よ
っ
て
確
立
し
た
思
想
に
つ
い
て
概
説

し
た
い
。
識
者
間
で
は
既
に
広
範
に
知
れ
わ
た
っ
た
論
で
は
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
最
も
本
質
的
な
一
部
を
と
り
あ
げ
て
み
る）

4
（

。

・
イ
ン
ド
文
化
に
固
有
な
思
考
法
＝
宗
教
性
の
重
視
、
内
面
的
自
己

沈
潜
、
諸
般
の
瞑
想
法
を
通
し
宗
教
的
絶
対
者
へ
自
己
を
投
入
、
自

我
の
滅
却
と
絶
対
者
へ
の
帰
一
…
絶
対
者
は
唯
一
絶
対
の
人
格
神
で

は
な
く
、
宇
宙
の
根
本
原
理
。
身
体
化
さ
れ
る
真
理
を
希
求　

絶
対

の
真
理
と
の
合
一
で
、
真
理
は
身
体
化
さ
れ
た
叡
智
と
な
る
。
そ
れ

は
苦
か
ら
の
救
済
、
苦
か
ら
の
解
放
と
平
和
で
も
あ
る
。

•

中
国
文
化
に
固
有
な
思
考
法
＝
現
実
性
・
社
会
性
の
重
視
、
人

生
を
直
視
し
現
実
に
根
ざ
す
知
識
を
求
め
る
。
家
や
家
族
を
中
心
と

す
る
個
人
的
幸
福
の
追
求
、
実
践
と
理
論
の
一
致
を
志
向
す
る
が
、

創
造
主
と
し
て
の
人
格
神
的
絶
対
者
を
も
た
な
い
。
現
実
倫
理
的
な

思
考
で
、
具
現
化
さ
れ
体
現
さ
れ
る
真
理
を
重
視
す
る
。
こ
こ
で
も

真
理
は
、「
実
践
さ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
大
前
提
を
も
つ
。
瞑
想

と
絶
対
者
へ
の
帰
一
と
い
う
手
法
を
と
ら
な
い
だ
け
に
、
よ
り
現
実

的
で
日
常
世
界
に
即
し
た
真
理
の
会
得
と
そ
の
体
現
で
あ
る
。

•

日
本
文
化
に
固
有
な
思
考
法
＝
外
来
文
化
の
伝
統
の
摂
取
に
積
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認
め
難
い
立
場
だ
っ
た
。
が）

6
（

、
ヴ
ァ
レ
ラ
の
経
験
と
認
識
の
現
象
学
的
取

り
組
み
等
に
よ
っ
て
、
昨
今
で
は
こ
の
分
野
で
も
「
身
体
化
さ
れ
る
叡
智
」

へ
の
研
究
が
根
づ
き
だ
し
て
い
る）

7
（

。

三　

現
代
に
進
展
す
る
「
東
洋
的
思
考
法
」

　
　
│
西
洋
哲
学
と
の
比
較
論
考
の
視
座
か
ら

　

思
考
は
言
語
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
言
語
の
発
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に

お
け
る
真
理
・
真
実
へ
の
直
観
は
、
国
籍
・
言
語
・
文
化
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
人
類
共
通
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
よ
う
。
西
田
が
語
り
出
し

た
哲
学
の
第
一
原
理
、「
純
粋
経
験
」
の
さ
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
そ
の
「
経
験
し
た
と
こ
ろ
の
中
身
」
を
云
い
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、

⑴
言
語
と
文
章
構
成
１
（syntax

）、
⑵
そ
の
言
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

（sem
antics, 

意
味
論
）、
⑶
そ
の
言
語
が
固
有
の
文
化
と
社
会
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
（sem

iotics, 

用
法
論
）
へ
の
学
究
的
考
察

が
欠
か
せ
な
い）

8
（

。
中
村　
元
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
は
、
⑴
文
章
構
造

論
（syntax

）
と
⑵
意
味
論
（sem

antics

）
の
観
点
に
立
脚
し
、
比
較
と

い
う
思
考
法
を
随
処
に
活
用
し
つ
つ
、
各
言
語
文
化
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

思
想
の
本
質
を
把
握
し
、
固
有
の
文
化
に
お
け
る
独
自
の
思
考
法
を
分
析

し
た
。
そ
の
論
述
は
体
系
的
で
あ
り
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
前
述

し
た
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
革
命
を
経
て
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
で
は
、

「
同
一
言
語
や
文
章
が
各
文
化
を
担
う
社
会
で
ど
の
よ
う
な
観
点
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
「
用
法
論
」（sem

iotics

）
の
見
地
が
、
さ

ら
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
以
下
に
は
ご
く
断
片
的
に
、「
用
法
論
」
的

表
す
象
徴
文
字
で
も
あ
る
。
個
々
の
漢
字
に
特
定
の
文
法
的
機
能
は
属
さ

な
い
。
特
定
の
字
が
お
か
れ
た
順
序
と
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
名
詞
と
も

な
れ
ば
形
容
詞
と
も
な
り
う
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
文
法
を
逐
語

的
に
漢
訳
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
む
し
ろ
繁
雑
と
な
り
、
概
念

の
表
意
と
絵
画
的
象
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
漢
字
と
い
う
言
語
の
多
元
性
に
は

追
い
付
か
な
い
。
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
原
典
が
き
わ
め
て
短
縮
さ
れ
、
凝

縮
し
た
簡
潔
な
象
徴
的
表
現
に
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
上

記
の
自
性svabhāva

の
く
だ
り
は
、
大
正
大
蔵
経
に
基
づ
き
「
目
、
目

を
見
ず
。
火
、
火
を
焼
か
ず
」
と
い
う
簡
潔
き
わ
ま
る
禅
語
と
し
て
定
着

す
る
。
普
遍
の
真
理
を
き
わ
め
て
現
実
的
・
具
体
的
な
単
語
や
現
象
で
示

し
、
個
人
の
生
活
の
場
か
ら
真
理
を
具
体
的
に
把
握
す
る
と
い
う
禅
仏
教

の
特
性
に
か
な
っ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
日
本
仏
教
で
は
、
白
隠
に
よ
る
民

衆
相
手
の
禅
の
対
機
説
法
に
示
さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
具
象
的
で
わ
か
り

や
す
く
生
活
の
場
に
即
し
た
語
り
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
大
乗
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
受
容
さ
れ
、
漢
籍
文
化
と

異
文
化
の
土
壌
で
大
き
な
変
容
を
経
て
中
国
大
乗
仏
教
が
形
成
さ
れ
、
韓

国
・
日
本
へ
の
定
着
と
な
る
。
イ
ン
ド
的
普
遍
の
真
理
の
抽
象
論
理
、
中

国
的
具
象
と
現
実
的
実
体
験
の
論
理
、
日
本
で
の
生
活
応
用
編
│
中
村

元
の
示
し
た
各
文
化
に
固
有
な
思
考
法
は
、
歴
史
的
体
系
的
に
考
察
し
て

ま
さ
に
完
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
異
論
の
余
地
は
な
い
。
イ
ン
ド
・
中
国
・

日
本
の
三
者
に
わ
た
っ
て
共
通
す
る
の
は　

到
達
し
た
真
理
、
会
得
し
た

知
識
が
即
ち
「
身
体
化
さ
れ
る
叡
智
」
と
し
て
実
践
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

Cognition em
bodied

と
い
う
見
地
は
、
分
析
哲
学
や
認
識
論
で
は
本
来
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ト
仏
教
僧
ら
の
主
旨
は
、
光
の
瞑
想
、
次
の
世
の
輪
廻
転
生
の
瞑
想
な
ど

で
た
と
え
法
悦
境
を
体
験
し
て
も
、
三
昧
境sam

ādhi

か
ら
出
た
ら
日

常
底
で
は
そ
れ
ら
を
払
拭
す
る
、
と
い
う
所
に
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
受

容
側
の
欧
州
社
会
で
は
一
般
層
の
み
な
ら
ず
学
究
人
層
に
も
、
実
体
的
な

「
受
肉
・
復
活
・
霊
的
肉
体
的
再
生
」
と
い
う
思
考
法
が
伝
統
宗
教
の
根

幹
に
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
側
の
「
発
信
」
と
は
異
な
る
映
像
や
意
味
合

い
が
受
容
に
際
し
て
付
加
さ
れ
、
一
種
の
「
読
み
込
み
」
が
加
わ
り
、
原

典
と
は
異
な
る
用
法
が
拡
張
す
る
傾
向
も
否
め
な
い
。
無
意
識
的
に
も
、

自
国
側
の
文
化
の
土
壌
に
異
文
化
を
部
分
的
に
と
り
こ
ん
で
は
変
容
さ
せ

る
「
組
み
入
れ
方
式
」
の
傾
向
が
出
て
き
や
す
い
。
も
し
そ
こ
に
「
比
較
」

と
い
う
思
考
法
が
加
わ
り
、
比
較
思
想
的
「
用
法
論
」
へ
の
取
り
組
み
が

為
さ
れ
る
な
ら
ば
、
該
博
な
伝
統
文
化
の
土
壌
と
新
知
識
へ
の
求
め
と
相

ま
っ
て
、
欧
州
で
は
実
り
豊
か
な
文
化
交
流
の
場
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。「
用
法
論
」（sem

iotics

）
の
再
検
討
と
比
較
思
想
的
論
究
が
二
一
世

紀
の
思
想
界
で
は
不
可
欠
と
な
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
現
代
で
は
、
特
定
の
「
Ｘ
Ｘ
人
の
思
惟

方
法
」
に
個
人
の
思
考
が
限
定
さ
れ
る
時
代
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
中

村　
元
が
集
大
成
し
た
「
東
洋
人
の
思
考
法
」
は
、
西
洋
哲
学
と
の
比
較

の
視
座
か
ら
改
め
て
検
討
す
る
と
、
興
味
深
い
方
向
性
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
凝
縮
し
て
表
す
と
、「
身
体
化
さ
れ
る
叡
智
・
会
得
し

た
知
識
の
生
活
の
場
で
の
体
現
が
重
視
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
。「
真
理

の
具
現
・
体
現
」
が
究
極
目
標
と
な
る
た
め
、「
真
理
は
た
と
え
一
つ
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
表
れ
と
真
理
に
到
る
道
は
多
様
で
あ
る
」、
と
い
う
非

ア
プ
ロ
ー
チ
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
現
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
思
想
界

の
現
状
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

・「
無
」＝
禅
仏
教
で
は
具
象
体
を
さ
し
な
が
ら
語
ら
れ
る
「
無
窮
の
真
理

の
根
源
」
だ
が
、
二
〇
世
紀
西
洋
哲
学
で
の
「
無
」（N

ichts, 
nothingsness, néant

）
は
存
在
全
体
に
対
峙
す
る
虚
無
的
│

破
壊
的
無
と

し
て
問
題
提
起
さ
れ
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
のW

as ist M
etaphysik

）
9
（?

で

は
「
無
に
さ
し
か
け
ら
れ
た
存
在
」
の
語
句
が
著
名
だ
が
、
そ
こ
で
示
さ

れ
て
い
るN

ichts

は
、
禅
仏
教
的
な
「
無
」
と
は
お
よ
そ
無
関
係
に
、

既
存
の
西
洋
哲
学
に
お
け
る
「
存
在
」
の
概
念
（esse, Being, Sein

）
を

根
幹
か
ら
否
定
し
脅
か
す
よ
う
な
、
破
壊
的
無
、
虚
無
的
無
の
語
感
を
も

っ
て
訴
え
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

・「
神
秘
主
義
」＝
京
都
学
派
哲
学
に
お
い
て
は
否
定
神
学
（
エ
ッ
ク
ハ
ル

ト
、
ゾ
イ
ゼ
等
）
を
基
調
と
し
、
禅
体
験
な
ど
東
ア
ジ
ア
大
乗
仏
教
系
の

「
平
常
底
」
の
思
想
と
並
列
で
語
ら
れ
る
処
だ
が
、
欧
州
文
化
で
の

M
ystik

は
現
代
に
至
る
ま
で
、
正
統
派
神
学
や
ド
グ
マ
神
学
と
は
二
元

化
さ
れ
、
肉
体
的
強
度
の
神
秘
体
験
に
よ
る
非
日
常
的
・
恍
惚
的
法
悦
境

を
示
す
こ
と
が
多
い
。

・
仏
教
思
想
の　

sam
sāra　

輪
廻
思
想
＝
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
の
欧
州
で
の
布
教
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
仏
教
＝
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
を
頂
点
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
密
教
で
あ
る
か
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
傾
向

が
諸
方
面
で
あ
と
を
絶
た
な
い
。
そ
こ
で
はsam

sāra

が
個
々
の
人
間
の

実
体
を
伴
い
、
時
と
し
て
は
一
：
一
対
応
の
「
受
肉
的
再
生
」

reincarnation

と
し
て
神
学
の
側
で
も
と
ら
れ
や
す
い
。
元
々
の
チ
ベ
ッ
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個
々
の
漢
字
が
も
っ
て
い
る
多
元
的
表
意
性
、
絵
画
的
な
象
徴
性
が
む
し

ろ
損
な
わ
れ
る
。
真
理
が
即
、
現
実
の
生
活
世
界
の
事
物
に
結
び
つ
く
と

い
う
理
論
と
実
践
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
は
目
減
り
し
や
す
い
。
翻
っ
て

イ
ン
ド
哲
学
か
ら
欧
州
哲
学
を
観
る
な
ら
ば
、
人
生
の
究
極
た
る
苦
か
ら

の
解
脱
は
イ
ン
ド
思
想
の
よ
う
な
綿
密
さ
で
は
中
心
に
き
て
お
ら
な
い

し
、
叡
智
が
身
体
化
さ
れ
る
と
い
う
見
地
も
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
現
象
学

派
か
ら
縷
々
出
て
き
た
ほ
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
哲
学
の
視
座
か

ら
西
洋
哲
学
を
観
る
と
セ
オ
リ
ー
と
実
践
の
大
き
な
乖
離
が
ま
ず
気
に
な

る
わ
け
で
、「
現
実
生
活
へ
の
即
今
の
対
応
な
し
に
は
哲
理
と
そ
の
実
践

は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
彼
ら
の
立
場
か
ら
す
る
と
西
洋
哲
学
は
一
体
に

腑
に
落
ち
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
者
の
文
化
・
思
想
・
思
考
構
造
を
熟
知
す
る
こ
と

な
し
に
行
わ
れ
る
批
判
は
自
国
中
心
主
義
に
陥
り
や
す
く
非
建
設
的
で
あ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
諸
文
化
哲
学
（Intercultual Philosophy

）
を

挙
げ
る
人
々
に
も
な
お
そ
の
傾
き
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
い
ま
だ
し
」
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
諸
文
化
の
担
い
手
が
林
立
し
て
実
り
な
き
論
議
が

発
生
し
や
す
い
土
壌
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
比
較
思
想
の
果
た
す
役
割
は

さ
ら
に
重
要
化
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

四　

現
代
に
新
生
す
る
比
較
思
想

　
　
│
華
厳
仏
教
思
想
の
「
即
」
の
論
理

　

こ
こ
で
は
華
厳
哲
学
で
の
「
即
」
の
論
理
と
そ
の
合
理
精
神
に
つ
き
検

討
し
て
み
た
い
。
末
木
剛
博
氏
は
そ
の
主
著
『
東
洋
の
合
理
思
想
』
で
、

常
に
広
範
な
柔
軟
思
考
を
「
東
洋
人
の
思
考
法
」
は
可
能
に
す
る
。

・
身
体
的
存
在
が
即
ち
叡
智
や
知
識
を
具
現
す
る
ト
ポ
ス
で
あ
る
こ
と
、

・（
一
神
教
が
各
文
化
を
形
成
す
る
上
で
の
根
幹
に
介
在
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
）
唯
一
絶
対
の
立
場
を
固
定
化
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
絶

対
の
真
実
や
真
理
を
立
て
る
場
合
も
、
積
極
的
に
他
者
を
排
斥
す
る
形
態

で
は
固
執
し
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
見
る
と
「
東
洋
人
の
思
惟
方
法
」
は
今
世
紀
の
グ

ロ
ー
バ
ル
世
界
の
思
想
と
文
化
の
交
流
に
は
き
わ
め
て
適
宜
な
基
本
条
件

を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　

他
方
、
西
洋
哲
学
と
のInter-Action
相
互
干
渉
・
相
互
交
流
と
い
う

見
地
か
ら
見
る
と
、
問
題
も
少
な
く
な
い
。
欧
州
の
哲
学
は
も
と
も
と
プ

ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
基
礎
が
成
立
し
た
頃
か
ら
学
究
知
識
志
向

で
あ
り
、
普
遍
の
真
理
を
ロ
ゴ
ス
の
立
場
か
ら
論
証
す
る
に
あ
た
っ
て
、

論
理
構
築
は
特
に
精
緻
で
構
築
的
で
あ
る
。
西
洋
哲
学
の
本
流
か
ら
イ
ン

ド
哲
学
を
見
る
と
一
種
の
宗
教
中
心
主
義
と
見
え
、
瞑
想
を
主
体
と
す
る

そ
の
思
索
形
態
は
科
学
的
客
観
性
の
分
析
思
考
を
阻
む
も
の
と
映
る
。
西

洋
哲
学
か
ら
中
国
哲
学
を
見
る
と
、
実
践
と
理
論
の
間
断
な
き
連
携
は
瞠

目
す
べ
き
で
は
あ
っ
て
も
、
論
理
の
構
築
と
い
う
点
に
な
る
と
、
特
定
の

文
法
的
制
約
を
も
た
な
い
中
国
語
の
特
性
は
一
つ
の
障
壁
と
な
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
表
意
文
字
の
組
み
合
わ
せ
と
順
序
に
よ
っ
て
一
つ
の
文
字
や
語
句

か
ら
多
様
な
意
味
内
容
が
開
陳
す
る
、
と
い
う
面
で
確
か
に
総
合
的
で
は

あ
っ
て
も
、
一
意
的
・
分
析
的
な
理
路
整
然
性
は
出
て
き
に
く
い
。
分
析

的
論
理
を
漢
語
に
逐
語
訳
で
お
き
か
え
る
と
む
し
ろ
繁
雑
と
な
り
、
本
来
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象
で
あ
る
。
一
木
一
草
、
た
と
え
品
種
が
同
一
で
あ
っ
て
も
「
完
全
な
同

一
体
」
は
現
実
世
界
に
は
存
在
し
な
い
。
自
然
界
で
は
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的

な
生
存
競
争
と
い
う
観
点
を
顧
慮
し
て
も
）
相
互
に
異
な
る
事
物
が
、
相

互
の
異
同
性
を
媒
介
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
は
無
限
に

相
即
し
、
相
互
に
媒
介
し
あ
い
な
が
ら
世
界
を
形
成
す
る
。「
Ａ
入
Ｂ
」

「
Ｂ
入
Ａ
」
と
い
う
場
合
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
「
異
な
る
も
の
同
士
の
相

補
性
と
相
互
浸
透
」
の
論
理
が
加
わ
る
。
雨
が
大
地
を
潤
し
、
種
子
が
地

中
か
ら
芽
吹
い
て
成
長
す
る
。
雨
水
は
種
子
に
入
っ
て
成
長
を
促
進
し
、

種
子
Ａ
の
自
性
は
雨
水
Ｂ
の
自
性
に
入
っ
て
「
雨
に
潤
さ
れ
成
長
す
る
種

子
」
と
い
う
一
つ
の
「
相
互
浸
透
の
場
」
を
形
成
す
る
。
事
事
無
碍shì 

shì w
ú ài

と
表
す
が
、
中
国
哲
学
で
は
経
験
世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
相
即
し
、
相
入
し
、
重
々
無
尽
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
と
い
う
普

遍
の
真
理
を
、
現
実
界
の
真
実
と
い
う
場
で
直
観
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
華
厳
思
想
の
「
相
即
・
相
入
」、「
事
事
無
碍
」「
重
重
無
尽
」

の
論
理
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
現
代
の
比
較
思
想
」
と
い
う
場
に
応
用
し
て
考

え
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
国
文
化
固
有
の
思
想

と
思
考
法
は
い
ま
世
界
の
諸
地
域
に
林
立
し
、
Ａ
は
Ｂ
に
欠
落
し
た
も
の

を
数
え
立
て
、
Ｂ
も
ま
た
自
ら
に
固
有
な
基
準
を
専
一
に
Ａ
の
短
所
を
批

判
し
や
す
い
。
或
い
は
、
Ａ
Ｂ
相
互
間
で
は
部
分
的
な
他
者
の
「
組
み
入

れ
」
に
よ
る
自
他
折
衷
方
式
を
主
体
と
し
、
そ
の
つ
ど
の
妥
協
で
「
一
世

界
、
一
真
実
」
を
標
榜
す
る
路
線
も
あ
る
。
刻
々
変
容
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

世
界
に
普
遍
の
真
理
を
追
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ず
れ
も
十
分
た
り

え
な
い
。
こ
こ
で
比
較
論
考
を
す
る
私
ど
も
が
、﹇
Ａ
即
Ｂ
﹈、「
即0

」
の0

伝
統
的
な
東
洋
の
諸
思
想
を
二
〇
世
紀
の
分
析
論
理
と
の
接
点
か
ら
考
察

し
、
華
厳
仏
教
に
託
さ
れ
た
合
理
思
想
に
注
目
す
る
。
本
章
で
は
特
に

「
即
」
の
論
理
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う）

10
（

。

　
「
Ａ
即
Ｂ
」
と
い
う
言
明
法
が
あ
る
。
そ
の
際
、
表
意
文
字
か
つ
象
徴

文
字
と
し
て
の
「
即
」
の
意
義
は
明
快
、
か
つ
多
元
的
で
あ
る
。

⑴「
即
」
に
は
さ
ま
れ
た
二
つ
の
事
象
Ａ
・
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
同
一
律

を
示
す
。
Ａ
は
Ａ
に
等
し
く
、
Ｂ
は
Ｂ
に
等
し
い
。

⑵「
即
」
を
介
し
て
Ａ
・
Ｂ
両
者
は
相
互
に
差
異
性
を
示
す
。
Ａ
は
Ｂ
そ

の
も
の
た
り
え
ず
、
Ｂ
は
Ａ
そ
の
も
の
た
り
え
な
い
。﹇
Ａ
│

Ｂ
﹈
は
、

﹇
Ａ
│ｎ
ｏ
ｎ
│

Ａ
﹈
で
あ
り
、﹇
Ｂ
│

Ａ
﹈
は
﹇
Ｂ
│ｎ
ｏ
ｎ
│

Ｂ
﹈
で
あ
る
。

⑶「
即
」
を
は
さ
ん
で
対
峙
す
る
Ａ
と
Ｂ
は
、「
相
互
媒
介
性
」
を
示
し
、

「
共
生
」
を
志
向
す
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
⑴
と
⑵
、
同
一
律
と
差
異
性
の
二
大
原
理
が
多
元
的

同
一
体
と
し
て
「
即
」
の
一
字
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
西
洋
哲

学
で
はIdentity

とD
ifference

は
相
対
す
る
二
元
論
理
の
根
幹
で
あ

り
、
本
質
的
に
混
同
さ
れ
た
り
取
り
違
え
ら
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
抽
象
論
理
の
本
質
か
ら
見
る
な
ら
西
洋
論
理
学
は
普
遍
の
真

理
を
つ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
華
厳
仏
教
は
純
粋
抽
象
論
で
は
な
く
、
常

に
現
実
世
界
の
事
実
あ
り
の
ま
ま
を
見
つ
め
事
実
に
即
し
て
普
遍
の
真
実

を
説
い
て
行
く
処
に
本
領
が
あ
る
。
普
遍
的
抽
象
論
理
の
具
象
化
、
現
実

世
界
で
事
物
に
即
し
な
が
ら
真
理
を
見
て
行
く
と
い
う
、「
中
国
的
思
考

法
」
本
来
の
面
目
が
踊
如
と
な
る
。
こ
の
見
地
で
⑶
を
看
て
み
よ
う
。
Ａ

即
Ｂ
と
い
う
と
き
、
Ａ
Ｂ
は
概
念
だ
け
で
は
な
く
現
実
世
界
に
顕
れ
た
事
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紀
前
半
に
完
成
し
た
「
ウ
ィ
ー
ン
学
団
」
と
は
異
な
り
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー

ゲ
ル
な
ど
の
観
念
哲
学
の
系
譜
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
そ
こ
か
ら
超
出
し

て
、「
経
験
を
通
し
て
変
容
し
成
長
す
る
普
遍
的
個
体
と
し
て
の
自
己
」

を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
普
遍
的
自
己
の
哲
学
で
あ
る
。
既
存
の
新
カ
ン
ト

主
義
に
お
い
て
は
「
経
験
」
の
立
場
は
理
念
（Idee

）
に
至
ら
ぬ
下
位
の

段
階
で
扱
わ
れ
、
歴
史
的
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
は
「
精
神
現
象
学
」
や
「
エ
ン

ツ
ィ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
網
羅
的
な
絶
対
理
性
の
立
場

を
挙
揚
す
る
も
の
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
身
体
的
自
己
の
経
験
や
感
覚
と

い
う
見
地
は
ほ
と
ん
ど
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
虚
を
自
覚
し
つ

つ
、
二
〇
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
に
現
象
学
各
派
と
は
異
な
る
視
座
が
開
か
れ

た
。
―
経
験
を
通
し
外
界
と
常
に
相
互
干
渉
を
行
い
刻
々
変
容
す
る
個
体

的
・
身
体
的
自
己
の
普
遍
性
を
、
経
験
と
い
う
場
の
只
中
か
ら
追
究
し
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

系
化
す
る

0

0

0

0

、
と
い
う
べ
き
「
人
間
学
と
し
て
の
普
遍
的
自
己
の
哲
学
」
で

あ
る
。
そ
の
端
緒
は
ロ
ベ
ル
ト
・
ラ
イ
ニ
ン
ガ
ー
（
一
八
六
九
│
一
九
五

五
）
が
提
唱
し
た
「
原
体
験
」（U

rerlebnis

）
を
基
点
と
す
る
思
想
で
あ

る
）
13
（

。
普
遍
的
真
実
に
遭
遇
し
た
と
き
、
時
間
・
空
間
・
真
理
を
体
験
す
る

自
己
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
自
己
の
主
観
」
は
微
塵
も
混

入
し
て
い
な
い
。
西
田
哲
学
の
「
純
粋
経
験
」
に
共
通
す
る
「
原
体
験
の

自
己
」
を
主
眼
と
し
、
自
己
と
世
界
の
相
互
干
渉
を
通
し
て
変
容

（Transform
ation

）
し
つ
つ
進
展
す
る
普
遍
的
自
己
が
中
心
テ
ー
マ
に
な

る
。（
西
田
哲
学
と
の
交
渉
は
全
く
な
く
、
独
立
に
完
成
し
た
思
想
で
あ

る
。）
ラ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
後
継
者
エ
ー
リ
ヒ
・
ハ
イ
ン
テ
ル
（
一
九
一
二
│

二
〇
〇
〇
）
は
「
自
己
変
容
」（Transform

ation

）
の
無
限
定
性
に
異
論

立
場
そ
の
も
の
を
具
現
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
考
え
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？　
「
即
」

の
思
想
を
担
う
私
共
は
「
媒
介
の
立
場
」
を
具
現
す
る
わ
け
で
、「
即
」

は
自
ら
Ａ
Ｂ
い
ず
れ
か
一
方
に
依
存
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
ら
を
絶
対
化

す
る
こ
と
も
な
い
。「
即
」
の
立
場
は
常
に
Ａ
│

Ｂ
の
「
間
の
場
」Field 

of Betw
ee

）
11
（n

に
位
置
を
と
り
、
相
互
共
通
の
テ
ー
マ
を
定
め
、
あ
る
と

き
は
Ａ
の
視
座
に
な
り
き
り
、
あ
る
と
き
は
Ｂ
の
視
座
に
な
り
か
わ
っ
て

問
題
を
多
様
な
観
点
か
ら
追
究
し
、
Ａ
Ｂ
の
対
立
的
征
服
で
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
妥
協
的
折
衷
で
も
な
く
、
Ａ
Ｂ
相
互
媒
介
と
い
う
「
間
の
場
」

か
ら
自
ら
の
思
想
を
形
成
す
る
。
そ
れ
は
﹇
Ａ
│

Ｓ（
自
己
）│
Ｂ
﹈
三
者
の

よ
り
普
遍
的
な
総
合
的
統
合
で
あ
り
、
自
己
を
絶
対
化
す
る
こ
と
な
く
常

に
発
展
途
上
で
刻
々
変
容
し
、
日
々
新
た
に
再
生
す
る
新
た
な
思
想
形
成

の
場
所
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
所
（topos
）
を
形
成
す
る
自
己
を
、

corpus

と
命
名
し
て
み
よ
う
。corpus

（
ラ
テ
ン
語
）
は
⑴
体
、
体
積
を

有
す
る
器
、
⑵
物
事
の
本
質
、
の
多
元
的
意
味
を
も
つ
。corpus

は
実

在
す
る
身
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
窮
の
叡
智
を
日
々
の
人
生
を
通
し
て

体
現
す
る
自
己
で
も
あ
る）

12
（

。

五　

比
較
と
い
う
磁
場
で
新
生
す
る

　
　

二
〇
│

二
一
世
紀
の
思
想

　

比
較
と
い
う
思
考
に
基
づ
い
て
媒
介
の
論
理
を
体
現
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｂ

間
に
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
共
通
の
観
点
が
見
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
二
〇
│

二
一
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
で
形
成
さ

れ
た
「
普
遍
的
自
己
の
哲
学
」
の
系
譜
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
二
〇
世
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通
し
て
西
洋
の
超
越
論
的
哲
学
が
、
大
乗
仏
教
思
想
や
京
都
学
派
の
系
譜

に
お
け
る
「
真
の
自
己
」
を
追
究
す
る
思
想
に
出
会
い
、
既
存
の
観
念
論

を
超
出
し
て
「
行
動
す
る
普
遍
的
自
己
」
の
哲
学
体
系
を
打
ち
出
し
た
こ

と
で
あ
る
。
思
索
す
る
自
己
は
ま
さ
に
媒
介
す
る
自
己
で
あ
り
、
自
他
間

の
相
互
干
渉
の
場
に
お
い
て
変
容
し
つ
つ
固
有
の
思
想
を
形
成
す
る
自
己

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
現
代
に
新
生
す
る
比
較
思
想
の
意
義
は
大
き
い
。

総
論

　

比
較
思
想
学
を
形
成
す
る
上
で
中
村　
元
博
士
の
果
た
し
た
業
績
は
大

き
い
。『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
で
は
言
語
論
・
文
章
構
成
論
、
意
味
論

の
立
場
か
ら
精
緻
な
論
証
が
行
わ
れ
、
西
洋
哲
学
と
の
比
較
を
展
望
し
な

が
ら
「
東
洋
人
独
自
の
思
考
法
」
の
世
界
に
お
け
る
意
義
を
打
ち
立
て
た
。

が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
情
報
革
命
を
経
た
今
世
紀
に
お

い
て
は
、
博
士
の
築
い
た
礎
石
に
基
づ
き
、
各
文
化
の
言
語
・
表
現
が
も

た
ら
す
「
用
法
論
」
を
ふ
ま
え
て
の
よ
り
広
範
な
比
較
学
が
打
ち
立
て
ら

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

比
較
思
想
で
は
、
論
者
が
異
な
る
思
想
Ａ
・
Ｂ
双
方
の
圏
外

0

0

に
立
ち
、

両
者
間
の
異
同
を
提
示
し
確
認
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
傾
向
が
一
部
に
あ

っ
た
。
が
、
真
の
比
較
思
考
と
は
そ
れ
と
は
異
な
る
次
元
に
あ
る
。
論
者

は
異
な
る
思
考
の
視
座
Ａ
Ｂ
両
者
の
「
間
」
に
介
在
し
、「
間
の
場
」（Field 

of Betw
een

）
は
、
二
つ
の
思
考
体
系
Ａ
・
Ｂ
と
自
己
Ｓ
の
三
者
が
対
決

し
、
相
互
干
渉
（Inter-Action

）
を
為
す
場
所
で
あ
る
。
自
己
Ｓ
は
Ａ
・

Ｂ
両
者
間
共
通
の
問
題
を
提
起
し
、
Ａ
の
視
座
に
立
っ
て
考
え
、
Ｂ
の
視

を
表
し
、
身
体
的
自
己
は
経
験
世
界
と
理
智
の
世
界
を
常
に
媒
介
す
る
も

の
で
あ
り
、
相
対
立
し
あ
う
両
極
の
概
念
（
経
験
と
理
性
、
有
限
性
と
無

限
性
な
ど
）
を
統
合
し
な
が
ら
論
理
と
叡
智
を
体
現
す
る
普
遍
的
な
存

在
、「
超
越
的
実
在
性
」（D

aseiende Transzendentalität

）
の
自
己
で
あ

る
と
説
い
た）

14
（

。
ハ
イ
ン
テ
ル
の
後
継
ハ
ン
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
イ
ン

（
一
九
四
〇
│
）
は
「
実
在
」（D

asein

）
と
「
超
越
」（Transzendentalität

）

の
間
に
介
在
す
る
本
質
的
な
矛
盾
相
克
に
着
目
す
る
。「
本
来
人
生
を
生

き
ぬ
く
主
体
で
あ
り
主
観
の
担
い
手
た
る
身
体
的
自
己
は
、
客
観
化
さ
れ

る
自
己
・
透
徹
し
た
認
識
・
無
矛
盾
性
の
絶
対
的
真
理
を
求
め
な
が
ら
も
、

そ
れ
自
身
が
多
様
な
矛
盾
を
か
か
え
る
複
合
体
。
矛
盾
の
超
克
に
取
り
組

0

0

0

0

0

0

0

0

0

む
自
己
そ
の
も
の
が
無
窮
の
思
索
の
根
源
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
思
想
を
打
ち

立
て
る
。
元
々
は
ラ
ッ
セ
ル
が
『
数
理
哲
学
』
第
一
三
章
「
集
合
論
」
の

無
限
公
理
で
つ
き
あ
た
っ
た
「
矛
盾
を
内
包
す
る
全
体
集
合
」
に
端
緒
を

発
す
る
の
だ
が
、
ク
ラ
イ
ン
は
「
矛
盾
を
か
か
え
つ
つ
変
容
し
、
矛
盾
を

超
克
す
る
統
合
的
自
己
」
に
問
題
群
を
お
き
か
え
た）

15
（

。「
自
己
内
面
に
潜

在
す
る
種
々
の
矛
盾
的
対
立
要
素
」
は
「
行
動
す
る
統
合
的
自
己
」

（Vollzugs-Ich

）
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
、
自
己
は
矛
盾
を
媒
介
と
し
つ
つ
、

普
遍
的
真
理
を
具
現
す
る
無
窮
の
自
己
と
し
て
進
展
を
続
け
る
、
と
い
う

主
旨
で
あ
る
。
思
想
の
形
成
途
上
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ン
は
西
田
の
「
絶
対

矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
思
想
に
啓
発
さ
れ
、「
矛
盾
」
に
対
す
る
新
た
な

肯
定
的
見
解
を
打
ち
出
し
た
。
ラ
ッ
セ
ル
の
分
析
哲
学
や
ウ
ィ
ー
ン
学
団

の
分
析
至
上
の
立
場
か
ら
は
出
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
見
地
で
あ
る
。
詳
述

は
本
稿
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
要
は
「
比
較
と
い
う
思
考
法
」
を
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は
し
・
ひ
さ
き
、
比
較
思
想
・
仏
教
哲
学
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
専
任
教
授
・

ウ
ィ
ー
ン
比
較
思
想
協
会
会
長
）

座
に
な
り
か
わ
っ
て
考
え
、
Ａ
Ｂ
間
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
対
決
を

通
し
て
問
題
群
へ
綜
合
的
な
解
答
を
見
出
す
主
体
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
相
互
間

の
磁
場
に
位
置
し
、﹇
Ａ
・
Ｂ
・
Ｓ
﹈
間
の
絶
え
間
な
い
相
互
干
渉
を
通

し
て
、
Ａ
Ｂ
両
者
の
「
間
の
場
」
に
自
己
Ｓ
の
思
考
体
系
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
Ｓ
は
Ａ
Ｂ
相
互
浸
透
（Intra-Relation

）
の
場
で
あ
り
、
自

己
の
思
考
体
系
を
人
生
そ
の
も
の
か
ら
体
現
す
る
場
所
（corpus

）
で
あ

る
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
各
文
化
と
の
交
流
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
既
存
の
西
洋
哲
学
に
も
従
来
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
東
洋
思
想
と
の

交
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
作
品
群
が
見
出
さ
れ
、
相
互
交
流Inter-

Action

実
現
の
場
か
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